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 平成三十一年

年頭所感年頭所感年頭所感

広
く
商
工
会
議
所
活
動
を
周
知

し
、
会
員
を
は
じ
め
地
元
企
業
の

ニ
ー
ズ
を
模
索
し
商
工
会
議
所
事

業
へ
の
参
加
率
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
特
に
部
会
活
動
を
中
心
に

交
流
の
場
を
充
実
す
る
と
共
に
、

役
職
員
・
経
営
指
導
員
等
が
直
接

会
員
事
業
所
訪
問
す
る
こ
と
で

「
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
商
工
会
議

所
」
を
目
指
し
、
企
業
の
繁
栄
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
二
点
目
は
、
商
工
会
議
所
は
地

域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
会

員
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

声
を
政
治
や
行
政
の
施
策
に
反
映

す
る
役
割
が
あ
り
、
要
望
活
動
は

重
要
な
取
組
み
で
す
。
商
工
会
議

所
委
員
会
活
動
を
中
心
に
要
望
活

動
を
強
力
に
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
課
題
に
よ
っ
て
近
隣
商
工
会

議
所
と
の
連
携
な
ど
も
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
三
点
目
は
、
企
業
の
育
成
・
成

長
と
存
続
で
す
。
現
在
、
経
営
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中

小
企
業
の
廃
業
数
は
増
加
を
続
け

て
い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
中
核

と
な
る
企
業
の
存
続
と
新
た
な
創

業
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
る
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
創
業
や
第
二
創
業
と
事
業
承

継
へ
の
対
策
を
強
化
し
、
昨
年
は

「
創
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
立
ち

上
げ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
創

業
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
し
た
。
今
後
も
行
政
や
地
元
金

融
機
関
・
関
係
機
関
、
さ
ら
に
は

近
隣
地
域
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
、
国
・
県
・
市
の
支
援
施
策
も

フ
ル
に
活
用
し
、
中
小
企
業
の
経

営
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
四
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月

１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
で
す
。
消

費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需
要
変

動
に
対
す
る
平
準
化
対
策
に
関
し

て
は
、
取
引
価
格
へ
の
円
滑
な
価

格
転
嫁
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
中
小
事
業
者
へ
の
十
分

な
配
慮
と
支
援
が
必
要
で
す
。
ま

た
軽
減
税
率
に
関
し
て
は
多
く
の

事
業
者
が
未
だ
準
備
に
取
り
掛
か

っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
国
と
の

連
携
を
密
に
し
、
広
報
活
動
や
事

業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
、
円
滑
な
対
応
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
五
点
目
は
、
人
手
不
足
が
中
小

企
業
の
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
今
、
人
材
の
確
保
・
定
着

や
生
産
性
の
向
上
に
最
優
先
に
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
人
材
の
活
用
と
と
も
に
、

業
務
運
営
の
見
直
し
も
含
め
た
働

き
方
改
革
の
推
進
や
経
営
者
の
気

付
き
を
促
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た

形
で
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
身

近
な
経
営
改
善
に
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
す
そ
野
の
広
い
支
援
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
・
職
員
が
一
丸
と
な

り
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
行

政
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携

し
、
地
元
企
業
・
商
店
の
繁
栄
を

通
し
て
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
健
や
か

に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
地
元
企
業
を
は
じ
め

関
係
各
位
に
は
格
別
の
ご
厚
情
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
依
然
と
し
て
個
人

消
費
に
力
強
さ
を
欠
く
も
の
の
、

経
済
が
引
き
続
き
緩
や
か
な
拡
大

傾
向
を
続
け
る
中
で
、
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
も
一
昨
年
よ
り
プ
ラ
ス
に
転

じ
、
賃
金
も
上
昇
を
続
け
て
お

り
、
も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な
い
状

況
に
達
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
当
商
工

会
議
所
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
第

１
回
会
員
大
会
を
開
催
し
、
改
め

て
商
工
会
議
所
の
組
織
や
活
動
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共
に

会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
設
け
ま

し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
見
附
台
周
辺

地
区
土
地
利
用
に
対
す
る
行
政
へ

の
申
し
入
れ
や
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
創
業
を
支
援
す
る
仕
組
み
の

立
ち
上
げ
、
事
業
承
継
へ
の
気
づ

き
、
さ
ら
に
鉄
道
網
の
延
伸
や
ベ

ル
マ
ー
レ
ス
タ
ジ
ア
ム
問
題
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
地
域
の
経
済
団
体
と
し

て
、
次
の
事
項
を
重
点
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
一
点
目
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
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新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
平
塚
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
御
指

導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
は
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
な
か
で
、
各
種
政
策

の
効
果
か
ら
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と

を
期
待
す
る
一
方
で
、
通
商
問
題
の
動

向
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
、
金
融
資
本

市
場
の
変
動
等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
、
昨
年
発
生
し
た
一
連
の
自
然
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
デ
フ
レ
か
ら
確
実
に
脱
却
し
、
経

済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
同
時
実
現
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む

と
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
が
各
自
治
体
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
に
は
、
人
・
も
の
・
サ
ー

ビ
ス
を
つ
な
い
で
地
域
の
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

市
が
今
年
度
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査

の
結
果
で
は
８
割
以
上
の
市
民
が
今
後
も

平
塚
に
住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
、
特
に

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
子
育
て
支

援
の
充
実
」「
交
通
の
利
便
性
の
向
上
」

「
商
業
の
活
性
化
と
中
心
市
街
地
の
魅
力

創
出
」
を
多
く
の
市
民
が
望
ん
で
い
る
姿

が
鮮
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
平
塚

商
工
会
議
所
と
連
携
を
ま
す
ま
す
密
に

し
、
更
に
市
民
や
企
業
、
大
学
等
も
含
め

協
働
・
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
と
り
わ
け
市
内
商
工

業
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
塚
市
議
会
と
し
て
も
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
向
け
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
市
民
の

要
望
を
公
正
か
つ
厳
粛
に
受
け
止
め
、
真

に
26
万
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
と
し

て
、
責
務
を
完
遂
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
の
更
な
る

御
発
展
と
会
員
各
位
の
御
繁
栄
並
び
に
御

多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平塚市議会議長 

山 原 栄 一

新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て 平 塚 市 長

落 合 克 宏

新
年
に
よ
せ
て

新
年
に
よ
せ
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
塚
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
塚
市
総
合
計
画
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
、
ま
ち
に
活
力
を
も
た
ら

す
施
策
の
着
実
な
実
行
に
努
め
ま
し
た
。

様
々
な
産
業
で
ま
ち
の
特
性
を
生
か
し
た

事
業
を
展
開
し
、
経
済
の
活
性
化
に
弾
み

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貴
会
議
所
を
中
心
に
、
平
塚
信

用
金
庫
の
皆
さ
ま
と
本
市
の
３
者
が
連
携

し
、
後
述
す
る
２
つ
の
事
業
を
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
本
市
経
済
の
発
展
に
向

け
、
業
種
を
超
え
て
多
く
の
知
恵
と
力
を

結
集
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
表
す
、
前
向

き
な
事
例
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
３
月
に
は
、
創
業
者
を
ま

ち
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
「
ひ
ら
つ
か

創
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
発
足
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
内
で
創
業
し
や
す
い
環
境
が
整

い
、
新
た
な
創
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
進

め
る
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
続
い
て
10
月

に
は
、
持
続
可
能
な
中
小
企
業
の
発
展
を

後
押
し
す
る
、
事
業
継
承
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
事
業
所
が
持
つ
高
度
な

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な

い
で
い
く
た
め
、
円
滑
な
事
業
承
継
の
必

要
性
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
市
で
は
、
地
域
産
業
を
取
り

巻
く
現
状
と
課
題
、
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
、
11
月
に
「
平
塚
市
産
業
振
興
計
画
２

０
２
４
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
計
画
に
則
っ
て
、
強
み
を
生
か
し
た
持

続
的
な
経
済
成
長
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化

を
目
指
し
て
、
見
附
台
周
辺
地
区
に
（
仮

称
）
新
文
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
公
園

な
ど
を
再
整
備
す
る
事
業
が
い
よ
い
よ
動

き
出
し
ま
す
。
全
体
に
先
駆
け
て
、
４
月

１
日
か
ら
崇
善
公
民
館
と
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
を
一
つ
の
建
物
に
合
築
し
た
複
合
施

設
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
商
業
者
の
皆

さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ

て
、
見
附
台
周
辺
地
区
や
平
塚
駅
西
口
、

中
心
商
店
街
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
議
所
を
は
じ
め
地
元
企

業
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
も
地
域
資
源
を

生
か
し
た
魅
力
の
発
信
、
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
向
け
た
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
の

交
流
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
会
議
所
の
ご
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



３

平塚商工だより　第670号　平成31年１月15日㈫

太田氏より表彰を受ける松元会長

平塚逸品研究会10年表彰 全国逸品セレクション平塚代表2店舗が出品
　平成30年11月14日㈬東京八重洲ホールにて、第15回全国一
店逸品運動連絡会議が行われました。平塚逸品研究会が発足して
10年となる活動を称えられ、NPO法人一店逸品運動協会　理事
長　太田巳津彦氏より10年表彰を受賞しました。
　また、15日㈭には、一店逸品運動を行っている団体が各地から
集結し、自店の逸品をプレゼンテーションする「第７回全国逸品
セレクション」が開催されました。参加者による投票で、フード・
ノンフード部門、それぞれのグランプリを決定します。平塚逸品

研究会からは、選抜された
「東曜印房」と「蕎麦ダイ
ニング鶍（いすか）」の２
店舗が自慢の逸品を出品し
ました。結果は惜しくも入
賞を逃してしまいました
が、自店舗並びに研究会と
しても、今後さらなる発展
に繋がる貴重な経験となり
ました。

■東曜印房
「竹宝印かぐや」19,800円（税別）
七夕に縁深い「竹」を模した当店オリジナル
はんこ。良質な牛の角を使用し、実印や銀行
印として最適です。成長の早い竹の印に健や
かな成長を願う…お子様の誕生印にどうぞ。
場　　所　平塚市明石町1－5
電　　話　0463－21－0181
営業時間　月～金曜日　9時～ 19時
　　　　　土曜日　10時～ 18時
定　休　日　日曜日・祝日

■蕎麦ダイニング鶍（いすか）
「辛い牛すじそば」833円（税別）
ありきたりのそばには飽きた…もっと刺激が
欲しい！そんな声にお応えして日本そばの邪
道に手を出しました。日本一辛い黄金一味を
使用した、辛さがあとをひく一杯です。
場　　所　平塚市夕陽ヶ丘26－18
電　　話　0463－68－7742
営業時間　昼11時30分～ 14時30分（LO14時）
　　　　　夜17時～ 21時（LO20時30分）
定休日　　月曜日（祝日の場合は翌日）

　去る11月26日㈪神奈川県優良小売店舗表彰式が神
奈川県庁で行われ、平塚からは、「和恵美食 佐の」が
「神奈川県知事及び（一社）神奈川県商工会議所連合会
会頭表彰」を受賞しました。
　「和恵美食　佐の」は、和の趣を大切にした落ち着い
た雰囲気の日本料理店。国産素材にこだわった旬の食
材で四季折々の和を堪能していただけるよう一品一品
心を込めてつくっています。各コース料理や単品料理
のご用意があり、お料理に合うおすすめの日本酒は季
節ごとに全国から取り寄せます。普段使いはもちろん接待やお祝い事、法事等にご利用いた
だけます。
　この表彰は神奈川県と県商工会議所連合会、県商工会連合会の共催で昭和51年から実施
されています。毎年、県内の中小小売業、飲食店の中から真心尽くしたサービスや味や技な
ど個性ある店舗を表彰しており、今年度は34店舗が受賞しました。

和恵美食 佐の
場　　所　平塚市代官町1－9－102
電　　話　0463－22－2121
営業時間　17時～22時（LO 21時30分）
定　休　日　水曜日・日曜日

（ご予約時は営業します）

神奈川県優良小売店舗に『和恵美食　佐の』が受賞

平成31年 平塚商工会議所 新 年 賀 詞 交 歓 会新 年 賀 詞 交 歓 会
　

新
春
を
迎
え
平
成
31

年
１
月
８
日
㈫
平
塚
ラ

ス
カ
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
平
塚
商
工
会
議
所

主
催
の
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
市
内
会
員
事
業
所

を
始
め
行
政
・
関
係
団

体
等
か
ら
３
８
０
名
を

超
え
る
方
々
が
出
席

し
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

　

白
石
副
会
頭
の
開
会
の
言
葉
に
よ
り
始
ま
り
、
常
盤

会
頭
よ
り
新
年
の
挨
拶
で
「
昨
年
は
当
商
工
会
議
所
で

初
め
て
と
な
り
ま
す
第
１
回
会
員
大
会
を
開
催
し
、
改

め
て
商
工
会
議
所
の
組
織
や
活
動
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
広
く
商
工
会
議
所
活
動
を
周
知
し
、
会
員
を

は
じ
め
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
模
索
し
商
工
会
議
所
事

業
へ
の
参
加
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。」
と
抱
負
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
部
会
長
及
び
委
員
長
並
び
に
女
性
会

会
長
・
青
年
部
会
長
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
落
合
平
塚
市
長
・
山
原

市
議
会
議
長
・
河
野
外
務
大
臣
（
代
読
）・
森
県
議
・
赤

井
県
議
・
米
村
県
議
の
皆
様
よ
り
、
代
表
賀
詞
を
い
た

だ
い
た
。

　

次
に
、
平
塚
市
観
光
大
使
の
岩
崎
由
紀
子
先
生
の
独

唱
に
続
き
、
２
０
１
８
年
輝
き
大
賞
発
表
の
後
、
年
男
・

年
女
25
名
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
市
川
正
雄
商
工

会
議
所
常
議
員
に
よ
る
力
強
い
発

声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
に
移
り
、
出
席
者
同
士
で

の
挨
拶
や
今
年
の
抱
負
等
を
語
り

合
っ
た
。
そ
の
後
、
熊
本
県
、
北

海
道
の
被
災
地
支
援
抽
選
会
を
行

い
、
最
後
に
鳥
海
副
会
頭
に
よ
る

三
本
締
め
に
よ
り
閉
会
し
、
新
た

な
年
が
始
ま
っ
た
。

新たな年のスタート



Planning
&

Design

話す力・聞く力・伝える力
企業様への出張教室継続中！
社内のコミュニケーションが
グーンと良くなります。
35年の信頼と実績

湘南話し方センター
所長　松永  洋忠TEL 0463－58－8740

月３回　土曜日
午後　１：30～

場所　平塚商工会議所

平塚教室

４
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セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　

平
塚
商
工
会
議
所　

中
小
企
業
相
談
所
で

は
、
11
月
16
日
㈮
に
「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
第
１
部
に
神
奈

川
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪

対
策
課
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

夘
野
智
喜
氏
と
、
第
２
部
に
㈱
中
嶋
商
店　

代
表
取
締
役　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

中
嶋
茂
夫
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
２
部
構
成
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
夘
野
氏
よ
り
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
て
頂
い
た
後
、

実
際
に
受
講
者
が
被
害
者
役
と
な
り
、
サ
イ

バ
ー
犯
罪
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
２
部
で
は
中
嶋
氏
よ
り
、

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
に
つ
い

て
、ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
わ
か
り
や
す
く
解
説
・

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
手
口
は
年
々
巧
妙
化
し
て
お
り
１
０
０

％
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
最
低
限
の
防

御
策
を
講
じ
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。」「
来

年
か
ら
消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、

モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
等
を
導
入
し
て
業
務

効
率
化
を
図
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。」

等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
当
所
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
経
営
支
援
課
22―

２
５
１
１

サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
身
を
守
り
、

ク
ラ
ウ
ド
活
用
で
業
務
効
率
化
へ
！

「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

去
る
11
月
16
日
㈭
平
塚
市
中
小
工
業
会
環

境
委
員
会
・
平
塚
市
異
業
種
研
究
会
合
同
の

視
察
研
修
会
が
、
参
加
者
14
名
の
も
と
実
施

さ
れ
た
。

　

視
察
先
の
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
カ
ス

タ
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
東
京（
千
葉
県
市
川
市
）

は
、
物
流
の
コ
ス
ト
削
減
、
品
質
の
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
る
展
示
館
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
、
ト
ヨ
タ
の
改
善
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る

物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
あ
る
。

　

一
行
は
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
カ
ス
タ

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
東
京
の
社
員
よ
り
、
中
小

規
模
を
モ
デ
ル
と
し
た
様
々
な
物
流
現
場
の

課
題
に
つ
い
て
紹
介
を
受
け
た
後
、
知
恵
と

工
夫
、
簡
単
な
物
流
機
器
を
用
い
る
こ
と
で

改
善
す
る
方
法
を
、
実
際
に
展
示
物
を
用
い

な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

東
京
の
カ
ス
タ
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
は
、
１

Ｆ
が
大
物
品
物
流
シ
ス
テ
ム
展
示
場
、
２
Ｆ

が
小
物
品
物
流
シ
ス
テ
ム
展
示
場
、
そ
し
て

３
Ｆ
が
今
回
説
明
を
受
け
た
改
善
ス
テ
ッ
プ

体
験
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
会
場
と
な
っ
て
お

り
、
様
々
な
物
流
現
場
の
課
題
解
決
方
法
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
。
参
加
者
か
ら
は
、
分
か
り
や
す
い
説
明

と
知
恵
と
工
夫
で
、
こ
ん
な
に
も
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
活
用
や
倉
庫
環
境
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
理
解
・
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に

な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。

平
塚
市
中
小
工
業
会
環
境
委

員
会
・
平
塚
市
異
業
種
研
究
会

合
同
視
察
研
修
会

商
業
部
会
視
察
研
修
会

ジ
ョ
イ
ナ
ス
テ
ラ
ス
二
俣
川
・

崎
陽
軒
横
浜
工
場
視
察

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

　

去
る
11
月
22
日
㈭
、
商
業
部
会
で
は
部
会

員
等
37
名
が
参
加
し
、
視
察
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
駅
前
再
開
発
に
よ
り
新
た
に
建
築

さ
れ
た
、
二
俣
川
駅
南
口
直
結
ジ
ョ
イ
ナ
ス

テ
ラ
ス
二
俣
川
（
２
０
１
８
年
４
月
オ
ー
プ

ン
）
の
視
察
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
再
開
発
事
業
担
当
者
よ
り
二

俣
川
駅
南
口
の
再
開
発
事
業
、
ジ
ョ
イ
ナ
ス

テ
ラ
ス
二
俣
川
の
役
割
、
平
塚
市
に
お
い
て

も
再
開
発
事
業
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
館
内
を
散
策
し
、
年
齢
層
の
幅

広
い
多
く
の
お
客
様
が
見
受
け
ら
れ
、
地
元

住
民
や
通
学
・
通
勤
等
で
二
俣
川
駅
を
利
用

す
る
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
シ
ウ
マ
イ
で
有
名
な
崎
陽
軒
横

浜
工
場
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

映
像
や
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
崎
陽
軒
の
歴
史

や
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

ま
た
シ
ウ
マ
イ
や
お
弁
当
の
製
造
ラ
イ
ン
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
視
察
を
通
じ
て
崎

陽
軒
創
業
１
１
０
年
を
誇
る
歴
史
や
安
心
安

全
な
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
学
び
、
食
材
へ

の
こ
だ
わ
り
や
会
社
が
一
体
と
な
り
挑
戦
し

続
け
る
追
求
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

視
察
研
修
会
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の
交

流
を
大
き
く
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と

な
り
ま
し
た
。
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バザー品・温かいほうじ茶・スルット傘の販売

青

年

部

だ

よ

り

女

性

会

だ

よ

り

会
員
交
流
事
業
で
お
台
場
へ

第
13
回
平
塚
商
業
ま
つ

り
へ
出
店

平
成
30
年
度 

11
月
定
例
会

臨
時
会
員
総
会
　
開
催

神
奈
川
県
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会

講
演
会 

参
加

●
平
成
30
年
11
月
４
日

●
特
別
枠
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
出
店

●
平
成
30
年
11
月
20
日

●
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア　

９
名
参
加

●
永
田
潤
子
氏　

講
演

　

女
性
初
の
海
上
保
安
大
学
卒
業

　

最
年
少
で
巡
視
船
船
長
の
経
歴

●
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
ナ
ー

●
平
成
30
年
11

　

月
21
日

　

27
名
参
加

●
東
京
ベ
イ
コ

　

ー
ト
倶
楽
部

　

ラ
ン
チ

●
お
台
場
デ
ジ

　

タ
ル
ア
ー
ト

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア

　

ム
見
学

総
務
委
員
会

【
担
当
】
経
営
支
援
課
22―

２
５
１
１

臼井麻意子クインテット
 チャリティーコンサート2019

女性会チャリティーコンサート　チケット好評発売中！

今回で第36回目となる女性会チャリティーコンサート。今年は、
ヴィブラフォンの多彩な音色で名曲を響かせる「臼井麻意子クイ
ンテット チャリティーコンサート」を是非お楽しみ下さい。。

平成31年３月９日㈯
開場15：00
開演16：00～18：00

会　　場
ホテルサン・ライフガーデン チャペル

チケット
１枚　３，０００円

演　奏　曲
A列車で行こう／フライミートゥー
ザムーン／イパネマの娘他

■チケット販売窓口　経営支援課 TEL 22－2511

　

平
成
30
年
11
月
20
日
㈫
に　

ホ
テ
ル
サ

ン
・
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
平
塚
商
工

会
議
所
青
年
部
11
月
定
例
会　

臨
時
会
員

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
会
頭　

常
盤
卓
嗣
様
・
平
塚
商
工
会
議
所
専
務
理

事　

長
谷
川　

進
様
・
平
塚
商
工
会
議
所

青
年
部
マ
ス
タ
ー
会
副
会
長　

小
野
学
様

に
ご
臨
席
を
賜
り
、
参
加
会
員
89
名
、Ｏ

Ｂ
会
員
13
名
、
１
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

盛
大
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
常

盤
会
頭
に
は
ご
挨
拶
で
も
温
か
い
お
言
葉

を
頂
戴
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

輩
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
及
び
第
２
号

議
案
で
上
半
期
の
事
業
・
活
動
内
容
を
振

り
返
り
、
下
半
期
の
事
業
計
画
・
予
算

（
案
）
に
つ
て
、
第
３
号
議
案
で
は
青
年

部
規
約
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
、
第
４
号

議
案
及
び
第
５
議
案
で
は
平
成
31
年
度
役

員
（
案
）
が
説
明
さ
れ
、
議
長
に
よ
り
諮

ら
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
終
了
後
に
は
、
平
成
31
年
度
役
員
予
定

者
が
紹
介
さ
れ
、
会
員
へ
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
平
成
31
年
度
会
長
予
定
者
の
二
見
義

和
君
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
平
塚
商

工
会
議
所
青
年
部
に
入
会
時
か
ら
の
想
い

出
や
、
次
年
度
に
は
平
塚
商
工
会
議
所
青

年
部
は
30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
熱
い
思
い
や
強
い
意
気
込

み
、
胸
に
抱
い
て
い
る
抱
負
を
語
り
、
加

え
て
当
会
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
先

ま
た
今
年
度
の
臨
時
会
員
総
会
に
は
、
神

奈
川
県
青
連
よ
り
「
神
奈
川
県
青
連
30
周

年
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
皆
様
も
お
越
し

下
さ
い
ま
し
た
。
平
成
31
年
２
月
に
行
わ

れ
る
神
奈
川
県
青
連
30
周
年
記
念
事
業
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
の
成
功
を

祈
念
し
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
絆
を
深

め
ま
し
た
。

　

古
木
紳
一
郎
会
長
の
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
熱
狂
〜
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
絆
が
未
来
を
強
く

す
る
〜
」
の
も
と
、
わ
れ
わ
れ
平
塚
商
工

会
議
所
青
年
部
は
、
下
半
期
の
活
動
更
に

は
30
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
「
熱
狂
」
し
た
活
動
で
平
塚
商
工
会
議

所
青
年
部
の
未
来
へ
の
発
展
に
繋
げ
る
決

意
で
、
臨
時
会
員
総
会
が
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。

総
務
委
員
会　

理
事　

水
島
聡
子
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平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！（ご紹介入会特典：名産品を贈呈　3月10日まで）

平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。
平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　　お問合せ：業務課22-2510

現在の守山乳業の商品群と日本初の珈琲牛乳(左の瓶）

日本初の珈琲牛乳は湘南平塚で誕生しました！
業界のパイオニアとして｢ユニーク｣で｢美味しい｣商品創りを！
　1918年(大正７年)に創業､2019年(平成31年)に101年目
を迎えた乳製品・清涼飲料水等を製造する会社です｡1920年
(大正９年)に平塚工場を建設､1923年(大正12年)日本で初め
ての瓶入り珈琲牛乳を平塚の地で開発し製造販売しました。
❶無菌充填製造により常温で長期保存可能なロングライフ商
品を専門に手掛け､ソフトクリームミックスや珈琲・紅茶・
ココア飲料からデザート及び介護食等、一般向けから業務用
まで､幅広く大切な時間を楽しんでもらうこだわりの商品を
製造･販売しています。
❷100周年を機に新たなコーポレートビジョンとして「笑顔
を創る～ Be Unique!　いつも、わくわくどきどきを」を策
定し､この経営理念を基にコーポレートマークも新しくしま
した。
❸2019年には神奈川工場を新設､更なる｢ユニーク｣で｢美味
しい｣商品創りを目指し、安心安全で高品質な商品の開発･製
造にこだわり続けます｡他社とは一味違う｢笑顔を創る｣新商
品にご期待下さい。
❹商工会議所とは､海外向け商品輸出関連の申請書類でお世
話になることが年々多くなっています｡また､商工会議所主催
のテクノフェアでは地域の皆様に守山乳業の歴史の案内と商
品の試食試飲による即売会でPRさせていただきました。
これからも切磋琢磨しあい平塚に貢献する所存です｡
　是非、守山乳業のHPをご覧いただき、当社商品のご愛顧
とオンラインショップのご利用をお願いします。
守山乳業オンラインショップアドレス
https://store.shopping.yahoo.co.jp/moriyama-shop/

守山乳業株式会社
代表取締役社長　大塚  直人さん

■守山乳業株式会社
〒254－0035　平塚市宮の前 9－32
TEL：お客様相談室　0120－558369

（9:00～ 17:00 ／土､日､祝日を除く）

神奈川新工場神奈川新工場

平成29年７月、心機一転
　　　　　　　　　ここ平塚を本社に、再出発！
　平塚市山下で、株式会社東新商工平塚営業所として、

30数年営業を行ってまいりましたが、平成29年７月心機

一転、ここ平塚を本社として再出発することにいたしまし

た。

　ちょうど商工会議所の方にお誘いを受け、加入させてい

ただくことになり、心を引き締め、精進してまいります。

　弊社の仕事といたしましては、ボルト・ナット等の螺子

の販売及び加工、工作機械や溶接機械の販売及び関連部品

の販売並びに修理を行っています。様々な、ご要望にお答

えすべく、お客様との信頼関係を大事にし、日々努力して

まいります。

　これからは、ますます地域に根差し、小回りのきく、「便

利屋さん」をモットーに営業活動を行っていきたいと思い

ます。

　今後とも、よろしく、お願い致します。

株式会社東新商工
代表取締役　富岡  幹夫さん

■株式会社東新商工
〒254－0911　平塚市山下818－1 
TEL：0463－32－0531
営業時間：8:30～17:30　定休日：土・日・祝日



紙面広告掲載企業を募集！
会員事業所、関係諸官庁、関係団体など
へ情報提供として本誌を 3,500 部発行
していますので、自社ＰＲなどにご活用
ください。

【発　行　日】　１日発行（年10回）
【掲　載　料】　１回　4,320円　原則年契約
【問　合　せ】　総務課　TEL：22－2510
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内　　　容
特定事業者への申込書類の発送時期

実 施 時 期
平成30年12月7日㈮
平成30年12月10日㈪
平成30年12月10日㈪～平成31年2月8日㈮

商工会議所における窓口業務の受付開始
特定事業者の申込期間

容器包装リサイクル関連情報 循環型の新しいリサイクル社会の構築をめざす「容器包装に係る分別収集および再
商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）」が平成７年制定され、

続いて、家電、食品、建設資材、自動車の各リサイクル法も制定され循環型社会を実現させるための法体系をつくっています。
事業者に対する排出抑制を推進するための措置の導入、事業者が市町村に資金を拠出する仕組みの創設、再商品化の義務を果たさない事業者
に対する罰則の強化等を内容とする改正容器包装リサイクル法が平成18年６月に公布され施行されています。

■資源の有効利用と環境を守るためにリサイクル
事業者の皆様は重要な役割を担っています。事業者の方々が個々の役
割を果たすことで我が国のリサイクルの輪がつながります。

■容器包装を利用･製造する事業者の皆様にはリサイクルの義
　務があります。
容器包装リサイクル法による義務は、指定法人(財団法人日本容器包
装リサイクル協会)へ委託することで果たせます。義務を怠ると指導
および助言、勧告および命令を経て罰則が適用されます。

■判定チャート・・・
あなたは再商品化(リサイクル)の義務を負う事業者(特定事業者)？
事業規模は？
● 製造業等の場合　 売上高2億4千万円超または従業員数21名以上
である

● 卸・小売・サービス業の場合　売上高７千万円超または従業員数６
名以上である

「容器」「包装」への係わりは？
● 容器を利用して商品を販売している
● 容器の製造をしている
● 包装を利用して商品を販売している…いずれも委託･輸入を含む
その素材、種類は？
● ガラス製の容器
● PETボトル
● プラスチック製の容器包装
● 紙製の容器包装…のいずれかである

■再商品化の義務を負う事業者の可能性がある場合は、お　
問合せください。
[容器包装のリサイクルについての問合せは]
財団法人 日本容器包装リサイクル協会 
コールセンター  Tel:03‐5251‐4870　HP:http://www.jcpra.or.jp/

平成30年度の再商品化義務履行の委託申込期間について
　平成30年度の再商品化義務の履行に向けた委託申込の受付が以下
とおりとなりますので、ご理解･ご協力をよろしくお願いいたします。

[ 再商品化の委託契約については ]　平塚商工会議所 地域振興課 Tel:２２－２５１２

施行日（大企業）
2019年 4月 1日① 時間外労働の上限規制

④ 同一労働同一賃金の実現
⑤ 中小企業の割増賃金率引き上げ

② 年次有給休暇の確実な取得
③ 勤務間インターバル（努力義務）

2019年 4月 1日
2019年 4月 1日

中小企業への猶予措置廃止　2023年4月1日

2020年 4月 1日

2020年 4月 1日 2021年 4月 1日

施行日（中小企業）

待ったなし！平塚商工会議所会員の皆様へ　中小企業・小規模事業者も「働き方」が変わります！

「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」「働き方改革関連法」（通称）が成立しました（Ｈ30.6）
■「働き方改革」の目指すところ
我が国は「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」「育児や介護との両立など、働く方のニーズの多様化」などの状況に直面しています。
こうした中、投資やイノベーションによる生産性向上とともに、就業機会の拡大や意欲・能力を存分に発揮できる環境を作ることが重要な
課題になっています。
「働き方改革」は、この課題の解決のため、働く方の置かれた個々の事情に応じ、多様な働き方を選択できる社会を実現し、働く方一人ひ
とりがより良い将来の展望を持てるようにすることを目指しています。
（厚生労働省ＨＰより　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html）

■ご相談・お問合せ　神奈川県働き方改革推進支援センター（神奈川県中小企業団体中央会受託）電話045-307-3775
平塚商工会議所中小企業相談所　電話0463-22-2511・2512

≪主な３つポイント≫
●ポイント1　時間外労働の上限規制が導入されます！（労働基準法）
施行：2019年4月1日～　※中小企業は、2020年4月1日～
時間外労働の上限について、月４５時間、年３６０時間を原則とする。
臨時的な特別な事業がある場合でも年７２０時間、単月１００時間未
満（休日労働含む）、複数月平均８０時間（休日労働含む）を限度に設
定する必要があります。

●ポイント２　年次有給休暇の確実な取得が必要です！（労働基準法）
施行：2019年4月1日～
使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年５日、時季を指定して有給休暇を与える必要があります。

　
■ポイント３　正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な
　待遇差が禁止されます！（労働契約法、パートタイム労働法、労働者派遣法）
施行：2020年4月1日～
同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタ
イム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）の間で、基本給や賞与な
どの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。



●相続手続●遺言作成
●成年後見●終活支援

平塚商工会議所　中小企業相談所

●契約上の留意点・取引上のトラブル ●事業に係る法的な相談  等

●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について  等

●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには ?  等

●事業資金に関する相談  等

●新製品やアイデアの特許をとるには？  等

●新たな販路開拓について  等

●事業プランを見てもらいたい　●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい  等

●生産管理や製造・技術等について
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 経営支援課  TEL.0463－22－2511／ FAX.0463－24－0079　　※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

相談内容（例）相談日相談事項
★1月21日㈪・2月4日㈪・18日㈪　 ※相談時間３０分法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

金 融 相 談

特 許 相 談

経営・労務相談

製造・技術相談

★1月17日㈭・24日㈭・31日㈭ ※相談時間３０分
★2月7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭ 
★2月6日㈬ ※相談時間３０分

巡回あっせん相談 ★1月16日㈬・2月20日㈬ ※相談時間３０分

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★1月17日㈭・31日㈭
★2月7日㈭・21日㈭　　　　　　　　　　※相談時間１時間３０分

★2月8日㈮ ※相談時間３０分

１月１月 専門家による定期相談のお知らせ２月２月

ご利用方法

●年末調整事務指導会

●年末調整事務指導会

●東京地方税理士会平塚支部賀詞交歓会

●神奈川県自動車整備平塚支部新年賀詞交歓会

●新宿工業会新年会
●平塚商工会議所青年部１月定例会

●平塚市中小工業会新年賀詞交歓会

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚警察署武道始め式
●平塚市商業経営セミナー
●平塚市料理飲食業組合連合会新年賀詞交歓会
●平塚市商店街連合会新年の集い
●第１回平塚市子ども子育て会議
●平塚市文化情報懇話会

●平塚逸品研究会発表会

●湘南地域異業種グループ連絡会　第３回事業視察会・交流会

●平塚市菓子組合新年会

●確定申告事務指導会

●平塚商工会議所食料品部会主催：産業間連携ネットワーク制度説明会＆名刺交換会
●確定申告事務指導会

●確定申告事務指導会

●逸品おひろめ会　　　　●東海大学第２回ＳＡＳ技術講演会
●確定申告事務指導会

●第83回商工会議所リテールマーケティング（販売士）検定試験

●平塚法人会新年賀詞交歓会
●平塚逸品研究会講習会

●平塚商工会議所主催：働き方改革セミナー
●湘南スターモール商店街振興組合新春の集い
●平塚商工会議所青年部役員会　　　　●平塚逸品研究会役員会
●神奈川県優良産業人表彰式

●第151回商工会議所簿記検定試験　　　●湘南ひらつか名産品・特産品フェア（ら
らぽーと湘南平塚）　　　●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚商工会議所青年部２月定例会公開セミナー
●神奈川県商工会議所連合会臨時専務理事会議

●関東商工会議所連合会創立60周年記念式典

●神奈川産業情報センターＫＩＰ賀詞交歓会

●平塚商工会議所工業部会正副部会長関係議員会議

●平塚市音楽家協会第36回定期演奏会

●第215回商工会議所珠算検定試験

●平塚市体育協会納会

●平塚商工会議所２月定例常議員会

●神奈川西部職業能力推進協議会

●平塚商工会議所建設業部会主催：オリンピック景気セミナー
●平塚菓子展示会（2/14～18）

●平塚市経営セミナー

●平塚地区食品衛生協会平成31年度賀詞交歓会
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